
群馬大学医学部附属病院医療事故調査委員会（第２回）について 

 
このことについて、下記のとおり開催いたしましたので報告いたします。 

 

日  時：平成 27年 9月 22日(火) 9時 50分から 17時 30分 

場  所：群馬大学昭和地区共用施設棟 2階ミーティングルーム 

出席委員：上田委員長、長尾、隈本、神谷、甲斐、勝村各委員 

 

審議事項 

 １.上田委員長あいさつ 

連休の最中に短期間で３回、この委員会を開催できることに対し、委員及び事

務局の方々に感謝していること、また、この委員会は、学長の下に設置されてい

ることから、今回は平塚学長も出席され、挨拶いただくとの話しがあった。 

前回の議論を踏まえて、今回は、前回の院内事故調査委員会の関係者と１人の

患者遺族からヒアリングを行う予定であるため、長時間の委員会になることが告

げられた。 

 

２.平塚学長あいさつ 

  まず、委員への就任及び本日の委員会出席に対するお礼の挨拶があった。 

  医療事故対応と病院の運営体制については、抜本的な改革が必要という観点で、

学長の下に病院改革委員会と事故調査委員会を設置したこと、各委員会の趣旨と

設置の経緯、また、両委員会の役割などについて説明があった。 

これまでに院内事故調査を行っているが、今回は、外部委員による中立的な第

三者委員会として、腹腔鏡下手術と開腹手術について合わせて調査をお願いした

いこと、病院の信頼回復のために各種の再発防止策の提言、さらに調査の進め方

や運営についても支援と協力の要請があった。 

 学長の挨拶の後、学長と各委員との間で種々の意見交換を行った。 

 

３.ヒアリングの実施 

調査委員会の病院関係者及び患者ご遺族から、ヒアリングを行った。 

 

以 上 


